
西
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藤
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當
時
東
西
關
係
と
と
も
に
、
南
北
關
係
な
る
語
も
あ
り
。
世
界
の
國
々
を
、
北
な
る
は
、
經
濟
發
展
の

進
み
た
る
國
々
、
世
界
的
に
は
「
發
展
國
」、
英
語
の
日
本
語
譯
に
て
は
、「
先
進
國
」
と
言
ふ
が
常
な
り

き
。
對
し
て
南
の
國
々
、「
發
展
途
上
國
」
と
譯
せ
ら
る
。
北
の
「
先
進
國
」
に
對
應
す
れ
ば
、「
後
進

國
」
な
ら
む
も
、
そ
は
侮
蔑
語
の
氣
味
有
り
て
、
忌
避
せ
ら
る
。 

 

日
本
に
て
常
用
せ
ら
れ
た
る
「
先
進
國
」
な
る
語
も
、
實
は
國
際
的
に
は
、
忌
避
せ
ら
れ
た
る
も
、
我

が
國
に
て
は
、
第
二
次
世
界
大
戰
の
敗
戰
を
經
驗
せ
る
、
多
く
の
國
民
が
心
情
に
、
格
別
の
滿
足
感
を
與

へ
た
る
故
か
、
頻
用
せ
ら
れ
た
り
。 

 

當
時
の
國
際
社
會
に
、
世
界
を
北
の
「
發
展
國
」、
日
本
人
の
言
へ
る
「
先
進
國
」
と
、
南
の
「
發
展

途
上
國
」、
今
言
ふ
「
途
上
國
」
と
に
分
か
ち
、
北
の
「
豐
か
な
る
」
國
は
、
南
の
「
貧
し
き
」
國
を
、

經
濟
的
に
「
援
助
」
す
る
責
任
を
有
す
と
の
思
考
、
歐
米
の
知
識
層
を
中
心
に
廣
ま
れ
り
。 

 

斯
く
て
北
と
南
の
、
所
謂
「
南
北
關
係
」
と
て
、
西
ヨ
ổ
ロ
ỿ
パ
は
ア
フ
リ
カ
の
、
米
國
は
中
南
米

の
、
發
展
の
た
め
、「
援
助
」
を
行
ふ
べ
し
と
の
言
說
、
廣
く
行
は
る
る
に
至
る
。 

 

こ
は
、
英
國
と
並
び
、
世
界
有
數
の
植
民
地
保
有
國
た
る
フ
ラ
ン
ス
の
、
世
界
各
地
の
植
民
地
が
獨
立

を
志
向
す
る
趨
勢
に
抗
し
、
自
國
の
ア
フ
リ
カ
植
民
地
維
持
を
、
國
際
的
に
正
當
化
し
て
、
實
質
的
植
民

地
維
持
の
政
策
と
、
そ
が
た
め
の
經
費
支
出
に
對
し
、
世
界
の
人
々
の
是
認
・
稱
揚
を
、
獲
得
せ
む
と
圖

る
狡
智
よ
り
、
發
し
た
る
發
想
な
り
し
か
ど
、
國
際
的
影
響
力
強
き
此
の
國
、
國
聯
內
部
等
に
、
巧
妙
に

こ
の
發
想
を
植
ゑ
付
け
、
廣
む
る
に
成
功
せ
り
。 

 

斯
く
て
世
界
の
「
北
」
の
、「
豐
か
な
る
」
國
々
、
地
理
的
に
近
き
「
途
上
國
」
を
、
發
展
せ
し
め
ん

が
た
め
に
、「
援
助
」
供
與
の
義
務
と
責
任
を
負
ふ
と
す
る
が
、
國
際
社
會
の
標
準
的
理
解
と
な
れ
り
。 

 

國
際
的
發
想
力
弱
き
我
が
日
本
、
唯
々
、
フ
ラ
ン
ス
が
狡
智
に
、
引
き
廻
さ
れ
た
る
の
み
な
り
き
。
逸

早
く
フ
ラ
ン
ス
に
同
調
せ
る
米
國
、
政
治
的
・
經
濟
的
發
展
の
可
能
性
乏
し
く
、
妙
味
尠
か
り
し
東
南
ア

ジ
ア
が
發
展
と
、
そ
が
た
め
の
「
援
助
」
の
責
任
を
、
自
ら
が
從
屬
國
た
り
し
日
本
に
押
し
付
け
た
り
。 

 

さ
れ
ど
戰
時
中
の
短
期
間
の
軍
事
占
領
に
よ
り
、
現
地
の
人
々
ら
に
、
親
近
感
を
覺
え
た
る
日
本
人

ら
、
對
東
南
ア
ジ
ア
「
援
助
」
の
、
自
ら
が
使
命
な
る
を
感
じ
、
遂
に
現
下
に
見
る
が
如
き
、
此
の
地
域

が
發
展
を
成
就
せ
り
。
そ
は
我
ら
が
同
胞
ら
の
、
眞
摯
な
る
努
力
と
獻
身
の
成
果
な
ら
ざ
り
し
や
。
ア
フ

リ
カ
・
中
南
米
が
現
況
と
比
べ
、
刮
目
す
べ
き
成
果
な
ら
ざ
り
し
や
。 (

令
和
四
年
十
月
二
十
二
日
受
附
) 

   


